【表題】Oracleの仕組み(レベル：★★☆☆☆)
1. Oracleの仕組み
　Oracleサーバの構成は大きく分けると「Oracleインスタンス」と「Oracleデータベース」で構成されており、OracleインスタンスとOracleデータベースはN対1となっている。
　その構成内容と役割について説明していきます。

1-1. Oracleの構成
　まずはOracleサーバにおいて主要な構成をまとめたのが下記の図です。











【参考】

http://otndnld.oracle.co.jp/document/products/oracle10g/102/doc_cd/server.102/B19215-02/memory.htm
1-2. メモリ構造
　Oracleのメモリ領域は「SGA(システムグローバル領域)」と「PGA(プログラムグローバル領域)」があります。
1-2-1. SGA
　SGAとはOracleインスタンス起動時に割り当てられる、Oracleインスタンス内での共有メモリである。SGAのサイズは初期パラメータ「SGA_MAX_SIZE」によって定義されており、Oracle9iからは動的に変更可能となっています。
【例】SGAサイズを500MBに変更する場合、「ALTER SYSTEM SET SGA_MAX_SIZE = 300M」

　また、SGAは役割に応じていくつかの領域に分かれており、必須の領域である「共有プール」、「データベース・バッファ・キャッシュ」、「REDOログバッファ」についてそれぞれ説明します。
1 共有プールは最近実行したSQLやディクショナリ情報をキャッシュするメモリ領域です。直前に実行したSQLやSQLの解析結果、実行計画をキャッシュするメモリ領域を「ライブラリキャッシュ」、直前に実行したSQLにより使用したデータディクショナリの表情報、およびそのデータディクショナリに対する権限情報を格納するメモリ領域を「データディクショナリキャッシュ」と言います。SQLキャッシュとは通常、SQL発行時にはSQL解析を行いますが、実行するSQLが共有プールにある場合はキャッシュから解析済のSQLを使用するため、解析処理をスキップすることができます。以下にSQL解析内容ついて手順を説明します。
【SQL解析】
1) SGAの共有プールに発行するSQLが存在するかを確認(ある場合は4、6のみ実行)
2) SQL文の構文チェック(妥当性)する
3) データディクショナリを参照して、定義(表、列)のチェックする

4) 参照するスキーマ・オブジェクトへのアクセス権限をチェックする

5) SQL文の最適な実行計画を決定する

6) 実行計画を共有領域にロードする

【データディクショナリ】

　データディクショナリとはデータベースに関する情報を提供する読取専用の表の集合です。データディクショナリには「スキーマ・オブジェクト(表、ビュー、索引等)定義」、「スキーマ・オブジェクトに割り当てられている領域、使用されている領域」、「列のデフォルト値」などが挙げられます。
2 データベース・バッファ・キャッシュとは「データファイル」から読み込んだデータ・ブロックのコピーが保持される領域です。SQLを発行するとまずは「データベース・バッファ・キャッシュ(メモリ)」にデータが存在するかを確認し、無い場合は「データファイル(ディスク)」へ取得しに行きますので、無い場合はパフォーマンスが低下します。
3 REDOログバッファとはデータベースに対して行われたあらゆる更新履歴を持ちます。この更新履歴を「REDOログエントリ」と呼びます。REDOログエントリは正常時には必要ありませんが、障害時に使用することを目的としています。
1-3. プロセス構造

　Oracleで使用するプロセスは大きく分けると「ユーザプロセス」、「サーバプロセス」、「バックグラウンドプロセス」に分けられます。
1-3-1. ユーザプロセス

　ユーザプロセスとはSQL文を発行するツールなどが挙げられ、「SQL*Plus」やWebサーバからSQLを発行したりするクライアント側で動作するプロセスを表します。
1-3-2. サーバプロセス

　サーバプロセスとはユーザプロセスから受け取ったSQL文をOracleインスタンスと対話させ実行するサーバ側のプロセスです。Oracleサーバ側の入り口となります。
1-3-3. バックグラウンドプロセス

　バックグラウンドプロセスとはSGAとデータファイルの同期、整合性の保持などがあり、サーバ側のプロセスです。下記は主要なプロセスについて説明した表です。
	DBWn
	データベース・バッファ・キャッシュ上の変更をデータファイルに書込

	LGWR
	REDOログバッファ上のログエントリをREDOログファイルに書込

	CKPT
	チェックポイントの指示とチェックポイント終了時の記録を行う

	SMON
	インスタンス障害時に失われたSGAを復活させるために監視、リカバリを行う

	PMON
	ユーザプロセス障害時にロールバック、ロックの開放等を行う


1-3-4. DBWn(Database Writer)
　DBWnとは「データベース・バッファ・キャッシュ」(メモリ)上にある内容を「データファイル」(ディスク)に書き込みます。
　書込みが実行されるタイミングは「COMMIT処理時ではない」ことを注意しなければなりません。下記に書き込みタイミングのいくつかを記述します。

· チェックポイント発生時

· バッファのサイズが閾値に達したとき
· 表の削除(DELETE TABLE)、表の切捨て(TRUNCATE)を行ったとき
· 表領域のバックアップ開始時

1-3-5. LGWR(Log Writer)

　LGWRとは「REDOログバッファ」(メモリ)上のログエントリを「REDOログファイル」(ディスク)に書き込みます。
　書込みが実行されるタイミングのいくつかを記述します。
· トランザクションのCOMMIT時

· REDOログバッファがの容量が1/3に達したとき

· DBWnが実行される直前

1-3-5. CKPT(Checkpoint)

　CKPTとは定期的にDBWnを実行する(「データファイル」(ディスク)への書込み)プロセスとなります。
　以下はCKPTの動作手順の流れになっています。
【動作手順】
· CKPTからDBWnへシグナル

· DBWnは「データベース・バッファ・キャッシュ」上の変更を「データファイル」へ書込み

· CKPTは全データファイルヘッダと制御ファイルに対し、チェックポイントSCNを書く

【チェックポイントSCN】

　チェックポイントSCNとはどこまで「データファイル」への書込みが完了しているかを示す情報である。

1-4. SQL発行時のシーケンス

　以下にOracleサーバへの更新処理をした場合のシーケンスについて流れを説明する。
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　上記のシーケンスはデータベースの更新、COMMITを行った場合の流れを指している。以下でその流れについて説明します。

【更新手順】
1� ユーザプロセス(クライアント側)からUPDATE文を発行

2� サーバプロセスで受け取ったUPDATE文が「共有プール」にあるかを確認する。無い場合はSQL解析を行う。
3� 発行するSQLで取得するデータが「データベース・バッファ・キャッシュ」に存在するかを確認する(存在しない場合、下記④を実施する)

4� 「データファイル」からデータを取得する

5� 更新履歴をREDOログエントリとして「REDOログバッファ」へ記録する

6� ユーザプロセス(クライアント側)からCOMMITを実行

7� ⑧LGWRでREDOログエントリを「REDOログファイル」へ書き込む

【注意】
COMMITしても「データファイル」へ反映されていないことを覚えておくこと
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